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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は今年の８月から丹原地域のＡＬＴをしているデビーと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　申します。もともと台湾出身の私は、小学校を卒業した後、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　親と一緒にニュージーランドに行きました。それから13年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずっと向こうに住んでいました。ニュージーランドは多文化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　的な国であり、行くことによっていろいろなものが視野に入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったり、かけがえのない思い出が作れたり、とても充実した
生活を過ごせました。今振り返れば親に連れて行かれたことに感謝しています。
　日本に来てから約３カ月が経ちました。この３カ月間は長かったようで短かったです。すべてが新
しい挑戦でいろんな出会いとめぐり合いました。西条はニュージーランドと似ていて、自然に恵まれ
た環境を持つ地域だと思います。このゆったりな感じが私は大好きなので毎日楽しんでいます。人も
親切ですし、子どもたちも親しみやすくて新参者の私にとって、とても助かっています。私は旅行が
好きで、この前の連休の時に広島に行きました。たった３日間でしたが、思わずホームシックになっ
てしまいました。この「ホーム」という場所はニュージーランドではなくて、台湾でもなくて西条の
ことなのです。なんだか自分でもちょっとびっくりするぐらい、西条に慣れてしまったみたいです。
　日本にいる間にできるだけたくさんのことを自分の目で見てみたいです。まずは子どもたちともっ
と話せるように日本語の能力をあげたいです。そして、子どもたちとのコミュニケーションを通じて、
子どもたちに外国語や外国文化を少しずつ知ってもらい、興味がどんどん湧いてくるように願ってい
ます。一方、私自身もより深く日本の文化を知りたいので、時間を有効に使い、多くの人と交流する
ことができたら嬉しいと思います。どうぞよろしくお願いします。

▲外国語指導助手
　デビー・スーさん

デビーの自己紹介
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